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事業報告の部

Ⅰ．研究助成事業

１．日中笹川医学研究者制度

1996年8月14日、日中医学協会岡本道雄会長、

笹川記念保健協力財団日野原重明理事長、中国衛

生部殷大奎副部長により調印された「笹川医学奨

学金制度」第2次10年計画による1,000名の中国医

学研究者の招聘事業が、日本財団の助成により実

現した。

その第九陣として、2006年4月から1年間、第

29期研究者82名と第15期特別研究者18名の受入事

業を行った。

1)第29期研究者の受け入れ

①入 国

2006年4月3日(月) 82名来日

4月4日(火) オリエンテーション

歓迎式典・歓迎ﾚｾﾌﾟｼｮﾝ

4月5日(水) 研究地へ移動

(名簿後掲)

②帰 国

2007年3月23日(金) 研究修了式

3月25日(日) 77名帰国

(北京47名、上海30名)

※早期帰国：4名、渡米(発表)後帰国：1名

※第16期特別研究者として来日予定者：3名

③第19回箱根セミナー

日 時：2006年10月20日(金)～22日(日)

場 所：ホテル箱根アカデミー

参加者：第29期研究者 78名

日本財団、笹川記念保健協力財団、

日中医学協会役員、在日経験者連絡会 26名

概 要：21日のセミナーでは、まず紀伊國献三

笹川記念保健協力財団理事長、森岡理

事長の挨拶の後、笹川陽平日本財団会

長が講演した。引き続き「よりよい研

究生活を送るために」をテーマに、平

田温理事を座長に進行。9 月に実施し

た第29期研究者へのアンケートをもと

に、日本での研究状況、生活状況につ

いて出席の役員・委員を交え討論が行

われた。

④外国医師・外国歯科医師臨床修練取得状況

(厚生労働省医政局医事課試験免許室審査)

・2006年6月21日許可 11名

弘前大学医学部附属病院陳 雷 医師

東京大学医学部附属病院于 耕 医師

東京医科歯科大学医学部附属病院張 勝 医師

慶應義塾大学病院夏 英鵬 医師

慶應義塾大学病院胡 毅倩 医師

大阪大学医学部附属病院王 蔚 医師

岡山大学医学部・歯学部附属病院陳 乾坤 医師

広島大学病院万 亮 医師

東京医科歯科大学歯学部附属病院張 暁東 歯科医師

昭和大学歯科病院謝 暁秋 歯科医師

日本歯科大学新潟病院黄 元瑾 歯科医師

・2006年7月14日許可 11名

筑波大学附属病院月 強 医師

東京大学医学部附属病院李 長政 医師

東京大学医学部附属病院闕 艶紅 医師

順天堂医学部附属順天堂医院尤 顥 医師

東京女子医科大学病院賀 昕 医師

国立がんセンター中央病院魏 文洲 医師

岐阜大学医学部附属病院遅 大明 医師

岐阜大学医学部附属病院李 双弟 医師

大阪大学医学部附属病院馬 鈴 医師

大阪大学医学部附属病院呉 震溟 医師

大分大学医学部附属病院韋 佳明 医師

・2006年8月25日許可 1名

医療法人澄心会豊橋ハートセンター鄭 権秀 医師

2)第15期特別研究者の受け入れ

①入 国

2006年4月3日(月) 18名来日

4月4日(火) オリエンテーション

歓迎式典・歓迎ﾚｾﾌﾟｼｮﾝ
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4月5日(水) 研究地へ移動

(名簿後掲)

②研究報告会・研究修了式

日 時：2007年3月16日(金) 12:30～19:00

場 所：日本財団ビル 2階大会議室Ａ

出席者：役員･委員･指導責任者等 43名

第15期特別研究者 16名

概 要：平田温理事を座長に、1年間の研究成

果を発表した。研究修了式では森亘会

長から研究者全員に研究修了証が授与

され、歓送会では笹川陽平日本財団会

長らを交え懇談した。

③帰 国

1名：2006年11月31日(研究期間が 8か月のため)

16名：2007年3月20日(土)以降各自帰国。

※中途辞退：1名

3)第30期研究者に対する語学研修

A.語学研修

期 間：2006年9月1日(金)～

2007年1月27日(土)

開催地：衛生部吉林大学日語培訓中心

衛生部中国医科大学日語培訓中心

受講者：81名(吉林大33名、中国医大48名)

講 師：春日由里(新宿日本語学校講師)等5名

を派遣。

(吉林大学2名、中国医科大学3名)

概 要：5か月間にわたる語学研修を、吉林大

学、中国医科大学の2 校で実施した。

日本語未習者に対しては吉林大学、中

国医科大学において日本語研修を実施、

日本語既習者に対しては、中国医科大

学において、英語・日本語をそれぞれ

2か月半実施した。

B.事前オリエンテーション

実施日：2006年9月11日(月)(吉林大学)

2006年9月12日(火)(中国医科大学)

備 考：研究先で注意すべきことや日本語の重

要性を中心に説明し、質疑応答を行っ

た。

C.作文試験・面接試験

①作文試験

実施日：2007年1月22日(月)

題 目：研究倫理 －ヒト胚性幹細胞クローン

事件に思うこと－

②面接試験

・吉林大学

実施日：2007年1月23日(火)

理事･中国医学研究者委員会委員長面接官：橋本敬太郎

特別研究者選考委員会委員松 研

・中国医科大学

実施日：2007年1月25日(木)～26日(金)

理事・研究者委員会委員長面接官：橋本敬太郎

特別研究者選考委員会委員松 研

備 考：81名(衛生部連絡員を含む)が合格、

合否保留1名(後、指導責任者の受入

承諾を得て合格)。

4)中国衛生部研究者視察団の招請

期 間：2006年10月26日(木)～31日(火)

概 要：制度20年の中国側総括文書の提出と第

29期研究者の状況視察、受入機関との

交流を深めるため来日した。

滞在期間中、厚生労働省を表敬したほ

か、三者会議に出席した。

副部長構 成：黄 潔夫

国際合作司副司長王 立基

科技教育司助理巡視員于 修成

副部長秘書劉 勇

国際合作与交流中心職員(通訳)戴 維

5)会議開催

・第21回中国医学研究者委員会

日 時：2006年6月30日(金) 18:00～21:00

場 所：東京ガーデンパレス「鶴」

出席者：委員10名、担当常任理事2名

議 題：①委員長・副委員長の選出

②第30期研究者の選考と研究先の選定
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・三者会議

日 時：2006年10月27日(金) 14:00～16:00

場 所：日本財団ビル会議室

出席者：

中国衛生部：

副部長黄 潔夫

国際合作司副司長王 立基

科技教育司助理巡視員于 修成

国際合作与交流中心職員(通訳)戴 維

日中医学協会：

副会長齋藤 洋

理事長森岡恭彦

理事・中国医学研究者委員会委員長橋本敬太郎

評議員・中国医学研究者委員会副委員長田平 武

事務局長比留間聡

業務課長磯野真知子

通訳小林幹旺

笹川記念保健協力財団：

理事長紀伊國献三

事務局長松本源二

日中医学奨学制度室室長槙 洽子

議 題：20周年記念事業行事の開催日程、規模、

内容について

・受入指導者との懇親会

日 時：2006年10月28日(土) 10:00～13:00

場 所：学士会館301号室

概 要：研究者視察団として来日している黄潔

夫衛生部副部長ら 5名と過去の研究者

受入指導者 3名、協会役員4 名と本制

度のこれまでと今後のあり方について

意見交換を行った。

・第16回特別研究者選考委員会

日 時：2006年11月24日(金) 17:30～19:30

場 所：東京ガーデンパレス「桂」

出席者：委員6名、担当常任理事3名

議 題：①委員長・副委員長の選出

②第16期特別研究者の選考

6)同学会活動に対する協力

・笹川医学奨学金進修生同学会外科・中医・看護

学学術交流会

日 時：2007年1月6日(土) 9:00～17:30

開催地：山西万獅京華大酒店(山西省太原市)

特別講演：

日本看護協会副会長古橋美智子

「日本における看護の課題」

黒竜江中医薬大学副学長王 喜軍

「ラットによる六味地黄丸経口投与後の

血液中の薬物動態研究」

日本から協会、笹川財団、日本財団の役員並

びに指導責任者ら22名が参加、中国側は同学会

員、衛生部関係者ら110名が参加した。12名の研

究者が研究成果を発表、討論も活発に行われ、

充実した学術交流会となった。

・同学会弁公室主任との協議

日 時：2006年8月19日(土) 10:00～17:00

場 所：日中医学協会事務所

出席者：

同学会：

弁公室主任李 忠金

日中医学協会：

アドバイザー阿部淑子

事務局長比留間聡

業務課長磯野真知子

笹川記念保健協力財団：

事務局長松本源二

日中医学奨学制度室室長槙 洽子

議 題：同学会の現状と今後について

・中日友好病院との協議

日 時：2006年9月14日(木) 8:30～9:30

場 所：中日友好病院会議室

出席者：

：中日友好病院

院長許 樹強

外事処尹 勇鉄

外事処副処長蔡 福軍
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同学会職員(友好病院からの出向職員)趙 拴蘭

日中医学協会：

理事長森岡恭彦

アドバイザー阿部淑子

事務局長比留間聡

笹川記念保健協力財団：

理事長紀伊國献三

日中医学奨学制度室室長槙 洽子

議 題：同学会との関係、法人化、日中笹川医

学研究者制度に対する考え方について

・同学会との協議

日 時：2006年9月14日(木) 10:30～16:00

場 所：同学会事務所

出席者：

同学会：

理事長孫 貴範

副理事長胡 小濛

理事金 松傑

理事王 甲東

理事戴 豪良

理事趙 樹華

理事裴 海成

日中医学協会：

理事長森岡恭彦

アドバイザー阿部淑子

事務局長比留間聡

笹川記念保健協力財団：

理事長紀伊國献三

日中医学奨学制度室室長槙 洽子

議 題：同学会の体制、学術交流会、財務の透

明化について

・同学会2005年度事業に対する監査

実施日：2006年8月22～23日

7)次期奨学金制度・制度20周年記念事業

①第8回日中笹川医学研究者制度検討委員会

日 時：2006年5月31日(水) 14:00～16:00

場 所：学士会館303号室

出席者：委員6名、担当常任理事・役員2名

日本財団2名、笹川記念保健協力財団3名

議 題：①委員長・副委員長の選出

②新制度試案について

③「同学会」の位置づけと活動につい

ての意見交換

②中国衛生部との協議

・日 時：2006年9月13日(水) 16:00～17:15

場 所：中国衛生部会議室

出席者：

：中国衛生部

国際合作司副司長(司長代理)任 明輝

国際合作司亜非処処長李 明柱

国際合作司亜非処職員李 彦兵

国際合作与交流中心職員(通訳)戴 維

日中医学協会：

理事長森岡恭彦

アドバイザー阿部淑子

事務局長比留間聡

日本財団：

理事長尾形武寿

笹川平和財団笹川日中友好基金事業室胡 一平

主任研究員(通訳)

笹川記念保健協力財団：

理事長紀伊國献三

日中医学奨学制度室室長槙 洽子

議 題：①次期制度についての協議

②双方の費用負担

③20周年記念事業について

・日 時：2006年12月11日(月) 15:00～17:40

場 所：中国衛生部会議室

出席者：

：中国衛生部

副部長黄 潔夫

国際合作司副司長王 立基

科技教育司助理巡視員于 修成

国際合作与交流中心主任李 洪山

国際合作司亜非処職員李 彦兵
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国際合作司亜非処職員馬 東菊

国際合作与交流中心職員(通訳)戴 維

日中医学協会：

理事長森岡恭彦

事務局長比留間聡

日本財団：

理事長尾形武寿

公益・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ支援ｸﾞﾙｰﾌﾟ福祉ﾁｰﾑﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ吉田哲朗

笹川平和財団笹川日中友好基金事業室胡 一平

主任研究員(通訳)

笹川記念保健協力財団：

日中医学奨学制度室室長槙 洽子

議 題：①次期奨学金制度について

・現行制度の評価

・次期奨学金制度の目的

・中国側実施機関について

②20周年記念事業について

・開催時期、会場について

・実施規模、参加者について

・予算について

・VIPリスト、準備委員会の設置

・日 時：2007年1月5日(金) 10:00～12:30

場 所：衛生部会議室

出席者：

：中国衛生部

国際合作司副司長王 立基

科技教育司助理巡視員于 修成

国際交流与合作中心主任李 洪山

国際合作司亜非処処長李 明柱

国際合作司亜非処日本担当李 彦兵

国際合作司亜非処職員馬 東菊

国際合作与交流中心職員(通訳)戴 維

日中医学協会：

理事長森岡恭彦

事務局長比留間聡

日本財団：

理事長尾形武寿

公益・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ支援ｸﾞﾙｰﾌﾟ福祉ﾁｰﾑﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ吉田哲朗

公益・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ支援ｸﾞﾙｰﾌﾟ福祉ﾁｰﾑ依田弘美

笹川平和財団笹川日中友好基金事業室胡 一平
主任研究員(通訳)

笹川記念保健協力財団：

理事長紀伊國献三

日中医学奨学制度室室長槙 洽子

議 題：20周年記念行事について

・日 時：2007年1月6日(土) 10:55～

場 所：山西万獅京華大酒店会議室

出席者：

中国衛生部：

国際合作司副司長王 立基

科技教育司助理巡視員于 修成

国際合作司亜非処処長李 明柱

国際合作与交流中心職員(通訳)戴 維

日中医学協会：

理事長森岡恭彦

事務局長比留間聡

日本財団：

理事長尾形武寿

公益・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ支援ｸﾞﾙｰﾌﾟ福祉ﾁｰﾑﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ吉田哲朗

公益・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ支援ｸﾞﾙｰﾌﾟ福祉ﾁｰﾑ依田弘美

笹川平和財団笹川日中友好基金事業室胡 一平
主任研究員(通訳)

笹川記念保健協力財団：

理事長紀伊國献三

日中医学奨学制度室室長槙 洽子

議 題：次期奨学金制度の経費負担について

・日 時：2007年1月24日(水) 10:30～12:30

場 所：日本財団8階応接室

出席者：

中国衛生部：

国際合作司副司長王 立基

科技教育司助理巡視員于 修成

国際合作与交流中心主任李 洪山

国際合作司亜非処処長李 明柱

国際合作与交流中心職員(通訳)戴 維

日中医学協会：

理事長森岡恭彦
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事務局長比留間聡

日本財団：

理事長尾形武寿

常務理事三浦一郎

公益・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ支援ｸﾞﾙｰﾌﾟｸﾞﾙｰﾌﾟ長黒澤 司

公益・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ支援ｸﾞﾙｰﾌﾟ福祉ﾁｰﾑﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ吉田哲朗

公益・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ支援ｸﾞﾙｰﾌﾟ福祉ﾁｰﾑ依田弘美

笹川平和財団笹川日中友好基金事業室胡 一平

主任研究員(通訳)

笹川記念保健協力財団：

事務局長松本源二

日中医学奨学制度室室長槙 洽子

議 題：①20周年記念行事について

②次期奨学金制度について

当日午後、事務レベル協議にて20周

年記念行事の日程、行事内容、特別

講演者、記念品、研究者の宿泊・交

通費について大筋決定

・日 時：2007年2月13日(金) 11:00～12:30

場 所：衛生部会議室

出席者：

中国衛生部：

国際合作司副司長王 立基

科技教育司助理巡視員于 修成

国際交流与合作中心主任李 洪山

国際合作司亜非処処長李 明柱

国際合作与交流中心職員(通訳)戴 維

日中医学協会：

事務局長比留間聡

日本財団：

理事長尾形武寿

公益・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ支援ｸﾞﾙｰﾌﾟ福祉ﾁｰﾑﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ吉田哲朗

笹川平和財団笹川日中友好基金事業室胡 一平
主任研究員(通訳)

議 題：①次期奨学金制度の経費負担合意

②覚書、調印等の今後の予定

8)次期奨学金制度に関する覚書調印

2007年3月30日、日本財団と中国衛生部は「笹

川医学奨学金制度に関する覚書」に調印し、2008

年4月から5年間にわたり笹川医学奨学金制度実

施に必要な支援を行うことを決定した。併せて、

本制度を日中医学協会、笹川記念保健協力財団、

衛生部国際交流・協力センターが実施することを

決定した。

9)日中笹川医学研究者制度在日経験者連絡会の設立

設立日：2006年4月23日(日)

概 要：日中笹川医学研究者制度で来日した研

究者で、現在日本に居住する者の連絡

組織が設立された。

所在地：東京都渋谷区代々木1-32-2

遼寧中医大学日本中医薬学院内

構 成：韓晶岩(9期生)氏を会長とし、幹事19

名。笹川陽平日本財団会長を名誉会長

に、笹川記念保健協力財団と日中医学

協会森岡理事長ら役員 7名が顧問に就

任した。

２．共同研究等助成事業

1)2006年度助成

1996年度以降、本事業は日本財団の助成金を受

けて実施。2006年度は74件の応募申請の中から、

共同研究等助成事業委員会の選考により4区分26

件に助成した。

⑴調査・共同研究助成

①中国西部における生活習慣病危険因子解析のた

めの多目的コホート研究

島根大学医学部医学科環境予防医学・教授塩飽邦憲

寧夏医学院公衆衛生学・教授宋 輝

②新疆ウイグル自治区におけるエキノコックス症

その他人畜共通寄生虫病に関する分子・免疫疫学研究

旭川医科大学医学部寄生虫学講座・教授伊藤 亮

新疆医科大学基礎医学院馬木提吾拉木

病原生物学・助教授

③中国・揚子江南方地域におけるシトリン欠損症

の患者発見とSLC25A13変異頻度検索

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科小林圭子
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発生発達成育学分子病態生化学分野・助教授

湖南中医学院薬学院魯 耀邦
生物工程教研室・副教授

④開発途上国における環境汚染の発生・生殖影響

に関する研究

三重大学大学院医学系研究科横山和仁

公衆衛生・産業医学分野・教授

上海交通大学医学院予防医学教室・教授田 英

⑤中国東北部における真菌感染症調査および拠点形成

千葉大学真菌医学研究センター横山耕治

真菌資源開発分野・助教授

吉林大学白求恩医学部基礎医学院・教授王 麗

⑥アジア産人体寄生性全種肺吸虫に対応する肺吸

虫症血清診断キットの開発

国立感染症研究所寄生動物部・主任研究官杉山 広

浙江省医学科学院生物工程研究所・研究員銭 宝珍

⑦東アジアでのフェニルケトン尿症の分子遺伝学

的解析

大阪市立大学大学院医学研究科岡野善行

発達小児医学・講師

首都児科研究所医学遺伝学教室・助教授宋 昉

⑧動脈管収縮弛緩におけるガス状血管弛緩因子の役割

東京女子医科大学中西敏雄

国際統合医科学ｲﾝｽﾃｨﾃｭｰﾄ・教授

北京大学第一病院小児科・教授杜 軍保

⑨日中におけるヘリコバクターピロリ感染の胃発

癌リスク解析調査研究

神戸大学医学部東 健

医学医療国際交流センター・教授

西安交通大学附属第二病院均
消化器病学・教授

⑩アジア人における高齢者動脈硬化性疾患発症予

防のための日中メタボリック症候群罹患高齢者

女性調査

名古屋大学医学部附属病院老年科・講師林登志雄

四川大学華西病院老人科・助教授丁 群芳

⑪中国南京市地域における生活習慣に関する口腔

疾患の実態調査－特に唾液検査を用いた疾患調査－

日本大学歯学部生化学教室・教授/部長大塚吉兵衛

南京医科大学口腔病学・学部長/教授王 林

⑫漢方薬の唾液分泌増強機構の調査研究

自然科学研究機構生理学研究所村上政隆

細胞器官研究系・助教授

南京医科大学第一付属病院中医内科・助教授丁 

⑬肝細胞がん肝内転移抑制剤候補化合物としての

新規ピロリジン誘導体の評価

東京大学医学部附属病院肝胆膵外科・助手唐子 尭

山東大学薬学院新薬薬理研究所・所長曲 顕俊

⑭日本と中国における幼稚園児の家庭内受動喫煙

に関する実態調査

大阪教育大学大学院坂東春美

健康科学人間生態学研究室・大学院生

中華護理学会学術部・幹事宋 江莉

⑵中国人研究者招聘助成

清華大学玉泉病院歯科･副主任医師①曲 紅梅

テーマ：日本大学松戸歯学部病院における顎顔

面外傷の動向

日本大学松戸歯学部招請者：平山晃康

脳神経外科・教授

⑶日本人専門家派遣助成

聖隷クリストファー大学看護学部教授①濱畑章子

テーマ：中国の看護教育への有効な活用に向け

た日本の老人看護学教育と質的研究の

現状

河北医科大学看護学院・院長招請者：趙 玲

⑷在留中国人研究者研究助成

河北大学医学院附属病院腫瘍内科・主治医師①姜 晶

テーマ：ADH2およびALDH2遺伝子多型はアルコー

ル消費による大腸腺腫感受性に影響を

及ぼす

名古屋市立大学医学研究科指導者：徳留信寛
健康増進・予防医学教授

黒龍江省医院②瀋 継偉
普外科・免疫センター・副主任医師

テーマ：絶食マウスにおけるリンパ球の性状及

び機能の解析

新潟大学医歯学総合研究科指導者：安保 徹

免疫学医動物学分野・教授

泰山医学院医学部・助手③王 敏

テーマ：二分脊椎モデルにおける運動神経細胞
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の分化異常の解明

愛媛大学医学部統合生命科学講座指導者：松田正司
解剖学発生学分野・教授

大連医科大学薬理学教室・大学院生④張 影

テーマ：カルシウム感受性ミオシンの構造と機

能－分子生物学的アプローチ－

群馬大学大学院医学系研究科指導者：小濱一弘
臓器病態薬理学・教授

⑤閔 莉娟

テーマ：血管平滑筋におけるアンジオテンシン

Ⅱとアルドステロンのクロストークに

よる血管老化の促進作用についての検討

愛媛大学大学院医学系研究科指導者：堀内正嗣
医学専攻分子心血管生物・薬理学分野・教授

牡丹江市疾病管理センター慢性疾病課・課員⑥黄 明国

テーマ：Granzyme B による細胞内の La(SS-B)

分子の変化

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科指導者：江口勝美

免疫内分泌代謝病態制御講座・教授

新疆医科大学第一附属医院⑦米熱古麗買買提
小児科・講師

テーマ：中国人低身長患者における成長ホルモ

ン受容体の変異解析

旭川医科大学小児科学講座・教授指導者：藤枝憲二

中国医科大学附属第一病院⑧王 勇
脳神経外科・住院医師

テーマ：ラット脳梗塞モデルの脳障害に果たす

活性酸素の役割－生体イメージングに

よる病態解析－

浜松医科大学指導者：山本清二
光量子医学研究センター・助教授

中国医科大学付属第一病院⑨鄭 偉

脳神経外科・主治医師

テーマ：心肺蘇生後の脳損傷に対する骨髄幹細

胞移植の検討

札幌医科大学脳神経外科・教授指導者：宝金清博

大連医科大学附属第二病院外科・医師⑩李 雪飛

テーマ：唾液腺AQP5発現の神経系による調節

徳島大学大学院歯学研究科指導者：細井和雄

ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ研究部口腔分子生理学・教授

2)2007年度募集

⑴募集区分・件数( )内は応募件数

①調査・共同研究 10～15件(32件)

②中国人研究者招聘助成 1～5件(3件)

③日本人研究者派遣助成 1～3件(3件)

④在留中国人研究者研究助成 10～15件(20件)

⑵募集期間

2006年11月1日(水)～12月31日(土)

⑶広報媒体

「日中医学」および協会ホームページ、「NEWS

LETTER」、学会雑誌、専門誌等

3)委員会の開催

・共同研究等助成事業委員会

日 時：2007年3月6日(火) 16:30～19:30

場 所：学士会館307号室

出席者：委員長含む5名(委任出席14名）

担当常任理事1名

議 題：・2007年度助成対象者の選考

・2008年度助成金事業

・申請者減少傾向について

３．金原記念日中医学交流基金による研究助成

1985年公益信託として設立された本基金の運営

に、協会は募集の面で協力している。2007年2月

20日開催の公益信託｢金原記念日中医学交流基金｣

運営委員会において、2006年度4名の助成を決定

した。

筑波大学人間総合科学研究科①王 英歌
先端応用医学専攻大学院生

テーマ：Laser-microdissection(LMD)法による

ループス腎炎浸潤T細胞の解析に関する研究

教授指導者：住田孝之

東京大学大学院医学系研究科老年看護学大学生②黄 麗娟

テーマ：圧迫による虚血性創傷の治癒に高血糖

が及ぼす影響

教授指導者：真田弘美

星薬科大学薬理学大学院生③余 穎妍

テーマ：抗原誘発気道炎症および気道過敏性に

おけるmatrix metalloproteinases(MMPs)
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の役割

教授指導者：三澤美和

山口大学大学院医学系研究科④徐 暁娟
器官病態内科学大学院生

テーマ：筋小胞体カルシウム放出チャネル(リア

ノジン受容体)に内在するチャネル安定

化ドメインの解析とその治療応用

教授指導者：松 益德

Ⅱ．学術会議開催

１．主催事業

①日中医学交流会議

「メタボリックシンドローム

－日中における現状と取り組み－」

日 時：2006年11月9日(木) 13:00～17:00

会 場：日本医師会館 大講堂

共 催：日中医学協会、日本医師会

後 援：厚生労働省、産経新聞社、メタボリッ

クシンドローム撲滅委員会

基調講演：

「メタボリックシンドロームの病態と分子機構」

住友病院院長松澤佑次

講 演：

「メタボリックシンドローム 疫学、診断と治療」

東京逓信病院内科部長宮崎 滋

「北京地区における成人メタボリックシンドロ

ーム(MS)の疫学調査及び高齢者のMSと関連疾

病の研究」

中国人民解放軍総医院老年内分泌科教授李 春霖

「成都市における高齢女性のメタボリックシン

ドロームと心血管疾患に関する調査」

四川大学老年病科助教授丁 群芳

「上海地区におけるメタボリックシンドロームの現状

及びその予防・治療対策」

上海長征医院内分泌科助教授石 勇銓

２．共催・後援事業

①第20回医学生のための漢方医学セミナー

開催日：2006年8月1日(火)～7日(月)

開催地：三重郡菰野町

主 催：日本ＴＣＭ研究所、カネボウ薬品株式会社

後 援：日中医学協会、天津中医学院

参加者：医学生30名、講師21名

Ⅲ．日中医療保健協力

１．中日友好病院に対する協力

1)専門家派遣事業

中日友好病院の要望に基づき、診療水準の向

上、若手養成に協力する事業として1993年度以

来実施している。

2006年度は3名の専門家を派遣した。

慶應義塾大学医学部①朴沢重成

内科学(消化器内科)専任講師

期 間：2006年11月17日(金)～22日(水)

テーマ：ERCP下の膵胆道疾患の内視鏡的治療

東京大学医学部附属病院産婦人科学教授②堤 治

期 間：2006年12月12日(火)～16日(土)

テーマ：腹腔鏡下手術の実地指導、腹腔鏡不妊

治療の技術講演

東京大学医学部附属病院形成外科・美容外科教授③光嶋 勲

期 間：2007年2月11日(日)～13日(火)

テーマ：顔面 乳房 気管など体の器官再建研究・ ・

2)視察団の受入

同院は大臣・省長クラスの老人施設、人間ドッ

グの建設を計画をしており、そのための視察を手

配した。

視察日:2006年4月4日(火)・6日(木)

視察先：

聖路加国際病院附属ｸﾘﾆｯｸ・予防医療ｾﾝﾀｰ

聖路加レジデンス

視察団：

中国衛生部保健局局長団 長 王 捍峰

中国衛生部保健局幹部団 員 楊 涛

中日友好病院副院長柯 紅

中日友好病院院長助理彭 明強

中日友好病院外事処長尹 勇鉄
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中日友好病院基建処長遆 建国

中日友好病院高保弁公室主任瀋 雁英

中日友好病院院長許 樹強

中日友好病院外事処副処長蔡 福軍

２．日中大腸抗癌治療研究会に対する協力

日本及び中国での大腸癌に関する治療、特に各

種病態に応じた薬物療法を中心とする臨床研究に

対して協力した。

３．「中医美容と健康」研究プロジェクト

資生堂(中国)研究開発中心有限公司が、中国国

内で実施する美容及び健康領域の研究に対する共

同(委託)研究プロジェクトに関する業務について

協力した。

４．学術交流に対する協力

1)江西省衛生庁の医療研修に対する講師派遣

日 時：2006年12月13日(水) 9:30～14:00

場 所：川崎市教育文化会館

概 要：社団法人日中協会の依頼により、日本

に視察にきている江西省衛生庁の「日

本の感染症防治対策についての研修」

に対して講師を派遣した。

静岡県立静岡がんセンター講 師：大曲貴夫
感染症科医長

講 義：「日本の院内感染対策と専門医療者養

成の実情」

2)「ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ大流行における伝統医薬の役割に関

する国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ」への専門家派遣

期 間：2006年12月26日(火)～28日(木)

場 所：北京国際会議センター

概 要：中華中医薬学会国際部の依頼により、

講演する専門家を派遣した。

共 催：ＷＨＯ、中国衛生部

国立感染症研究所専門家：岡部信彦
感染情報センターセンター長

講 演：「Pandemic Influenza Preparedeness

in Japan」

3)無錫市訪日代表団の来訪

日 時：2007年3月19日(月) 11:00～13：00

場 所：学士会館 303号室

概 要：日中医薬交流の拡大、発展を目的とし

て来日し、協会を表敬訪問した。

無錫市発展改革委員会副主任代表団：呉 

濱湖区対外貿易経済合作局副局長宋 超

濱湖区対外貿易経済合作局科員瀋 楊東

濱湖区馬山度假区招商旅遊局副局長陸 亜萍

濱湖区太湖科学教育産業園科員許 元

日中医学協会副会長出席者：齋藤 洋

日中医学協会理事長森岡恭彦

Ⅳ．広報事業

１．機関誌「日中医学」の発行

機関誌「日中医学」第21巻 1～ 6号を以下の通

り発行した。

第1号(2006年5月)

特集 「中国の農村の医療衛生と新型協力医療」

第2号(2006年7月)

特集 「中国の麻酔科の現状 」

第3号(2006年9月)

特集 「中国における口腔顔面痛の治療」

第4号(2006年11月)

特集 「中国における個人開業医の現状」

第5号(2007年1月)

特集1「2006年日中医学交流会議 メタボリ

ックシンドローム－日中における現状

と取り組み－」

特集 2 「中医養生法－足裏マッサージと中医美

容」

第6号(2007年3月)

特集 「中国における腎臓内科学の現状」

２．「NEWS LETTER」の発行

2003年から協会の活動を幅広く、わかりやすく

紹介するため機関紙「NEWS LETTER」を発行してい
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る。今年度は、№9～№11を発行した。

№9(2006年4月発行)

記事「第16期特別研究者の募集に寄せて」他

№10(2006年9月発行)

記事「2006年日中医学交流会議に寄せて メ

タボリックシンドローム－日中におけ

る現状と取り組み」他

№11(2006年12月発行)

記事「中国と私」他

３．ホームページの拡充

アドレス：http://www.jpcnma.or.jp

４.「 」International Chinese Journal of Dentistry

への協力

International Chinese Journal of Dentistry」季刊誌「

の発行について支援Volume6 Issue2～Volume7 Issue1

団体( )として協力した。Sponsoring Organization

５．委員会の開催

・第1回広報委員会

日 時：2006年6月16日(金) 18:30～20:30

場 所：学士会館309号室

出席者：委員長他委員6名

議 題：・電子配信対応に伴う著作権の確認に

ついて

・「日中医学」20巻 6 号、21巻 1 号､

「NEWS LETTER」№9の発行報告

・「日中医学」第21巻2～ 6号の掲載

載記事について

・ホームページのメンテナンスについて他

・第2回広報委員会

日 時：2006年10月10日(火) 18:30～21:00

場 所：学士会館309号室

出席者：委員長他委員6名

議 題：・「日中医学」第21巻2号､3号、

「NEWS LETTER」№10の発行報告

・「日中医学」22巻の発行の特集テー

マ、連載

・助成金の成果掲載方法について他

・第3回広報委員会

日 時：2007年2月13日(火) 18:30～20:30

場 所：学士会館309号室

出席者：委員長他委員4名 担当常任理事１名

議 題：・「日中医学」第21巻4号､5号、「NE

WS LETTER」№11の発行報告

・2007年度広報事業費、広告掲載申し

込みについて

・「日中医学」第22巻の特集の変更

・「日中医学」と「笹川生通訊」の相

互転載取り決めについて他
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総務報告の部

Ⅰ．役員の選任について

１．理事の選任

寄附行為第17条及び第19条に基づき、理事を選任。

①2006年5月31日第43回評議員会に於いて理事を

選任。

・就任 13名

東京大学大学院医学系研究科教授加我君孝

山梨大学名誉教授橋本敬太郎

ＪＲ東京総合病院院長花岡一雄

財団法人癌研究会有明病院院長武藤徹一郎

社団法人日本医師会会長唐澤 人

社団法人日本医師会副会長岩砂和雄

日本歯科医学会会長江藤一洋

日本製薬団体連合会会長森田 清

社団法人日本電機工業会会長片岡啓治

社団法人経済団体連合会参与角田 博

社団法人日本鉄鋼連盟会長馬田 一

社団法人電子情報技術産業協会会長秋草直之

社団法人生命保険協会会長(交替日7月21日)斎藤勝利

・辞任 11名

国立がんセンター名誉総長杉村 隆

北里研究所顧問清水喜八郎

社団法人日本医師会会長植松治雄

社団法人日本医師会副会長宮崎秀樹

日本歯科医学会会長齋藤 毅

日本製薬団体連合会会長武田國男

社団法人日本電機工業会会長森下洋一

社団法人経済団体連合会国際協力本部長工藤高史

社団法人日本鉄鋼連盟会長三村明夫

社団法人電子情報技術産業協会会長岡村 正

社団法人生命保険協会会長(交替日7月21日)横山進一

②2007年3月28日第44回評議員会に於いて理事の

選任。

武蔵野大学薬学研究所所長・就任 今井一洋

武蔵野大学薬学部部長・退任 齋藤 洋

２．監事の選任

2007年3月28日第44回評議員会に於いて、柴田

承二監事退任に伴い、寄附行為第17条及び第19条に基

づき、監事を選任。

武蔵野大学薬学部部長・就任：齋藤 洋

３．会長・副会長の選任

寄附行為第17条及び第19条に基づき、会長・副

会長を選任。

①第42回理事会の決定により、2006年5月31日第43

回理事会に於いて、任期満了に伴い会長・副会

長を選任。

任期：2006年4月1日～2008年3月31日

理事就任：会 長 森 亘

理事副会長 唐澤 人

理事齋藤 洋

②2007年3月28日第44回理事会に於いて、齋藤洋

副会長退任に伴い、副会長を選任。

理事就任：副会長 荻原幸夫

４．理事長の選任

第42回理事会の決定により、2006年5月31日第

43回理事会に於いて、寄附行為第17条及び第19条

に基づき、任期満了に伴い理事長を選任。

任期：2006年4月1日～2008年3月31日

理事就任：森岡恭彦

５．常任理事の選任

寄附行為第17条及び第19条に基づき、常任理事を選任。

①第42回理事会の決定により、2006年5月31日第43

回理事会に於いて、常任理事を選任。

任期：2006年4月1日～2008年3月31日

就任：安達 勇、出月康夫、岩砂和雄、江藤一

洋、小川秀興、荻原幸夫、小林秀資、齋

藤洋一、酒谷 薫、杉本恒明
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②2007年3月28日第44回理事会に於いて、荻原幸

夫常任理事退任に伴い、常任理事を選任。

理事・就任：橋本敬太郎

６．評議員の選出

寄附行為第34条及び第19条に基づき評議員を選出。

①2006年5月31日第43回理事会に於いて評議員を

選出。

・就任 9名

ノースカロライナ大学客員教授糸川秀治

財団法人博慈会老人病研究所所長福生吉裕

日本医科大学名誉教授山中宣昭

社団法人日本医師会常任理事木下勝之

社団法人日本医師会常任理事石井正三

社団法人日本歯科医師会専務理事内山文博

社団法人日本歯科医師会常務理事江里口彰

日本歯科医学会副会長井出吉信

社団法人日本画像医療システム工業会会長猪俣 博

・辞任 10名

国立病院機構宮城病院名誉院長笹生俊一

山梨大学名誉教授橋本敬太郎

ＪＲ東京総合病院院長花岡一雄

財団法人癌研究会有明病院院長武藤徹一郎

社団法人日本医師会常任理事橋本信也

社団法人日本医師会常任理事藤村 伸

社団法人日本歯科医師会専務理事蒲生 洵

社団法人日本歯科医師会常務理事村居正雄

日本歯科医学会総務理事下野正基

社団法人日本画像医療システム工業会会長桂田昌生

・死亡による退任

宮崎医科大学名誉教授常俊義三

②2007年3月28日第44回理事会に於いて、評議員

を選出。

・就任

九州大学大学院薬学研究院教授正山征洋

・退任

武蔵野大学薬学研究所所長今井一洋

・死亡による退任

恩賜財団母子愛育会総合母子保健ｾﾝﾀｰ所長坂元正一

７．名誉会長・会員の推戴について

①2006年5月31日第43回理事会において、名誉会

長、名誉会員を推戴した。

国立がんセンター名誉総長名誉会長：杉村 隆

日本大学名誉教授名誉会員：齋藤 毅

北里研究所顧問清水喜八郎

②2007年3月28日第44回理事会において、名誉会

員を推戴した。

東京大学名誉教授名誉会員：柴田承二

Ⅱ．会員拡大と募金活動について

１．会員数の推移

06年3月 2006年度 07年3月
末現在 入退会 末現在

個人 入会35名
会員 499名 退会39名 495名

法人 入会 2社
会員 54社 退会 0社 56社

特別 入会 0社
会員 4社 退会 0社 4社

２．募金活動

2006年度事業のための寄付金は以下の通り。

多くの法人・個人にご協力戴いた寄付金は、当

協会が実施した助成事業、日中医学交流会議、広

報事業等に充当した。

①団体・法人

㈶三共生命科学研究振興財団、㈳

日本医師会、㈱ツムラ、中外製薬

㈱、武田薬品工業㈱等

②個人 56名

Ⅲ．協会運営に係る事項

１．理事会・評議員会の開催
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①第43回評議員会

日 時：2006年5月31日(水) 17:00～18:00

場 所：学士会館202号室

出席者：100名（委任出席87名）

議 題：理事選任の件

②第43回理事会

日 時：2006年5月31日(水) 17:00～18:00

場 所：学士会館202号室

出席者：36名（委任出席24名）

議 題：2005年度事業報告(案)の件

2005年度決算報告(案)の件

評議員選出の件他

③第44回評議員会

日 時：2007年3月28日(水) 15:00～17:00

場 所：学士会館203号室

出席者：100名（委任出席80名）

議 題：2007年度事業計画の件

2007年度収支予算の件他

評議員選出の件

役員人事の件

就業規則改定の件

④第44回理事会

日 時：2007年3月28日(水) 15:00～17:00

場 所：学士会館203号室

出席者：41名（委任出席28名）

議 題：2007年度事業計画の件

2007年度収支予算の件他

評議員選出の件

役員人事の件

就業規則改定の件

２．常任理事会の開催

①第199回常任理事会

日 時：2006年4月21日(金) 17:00～19:00

場 所：龍名館本館 銀杏の間

出席者：理事長他8名

議 題：理事会・評議員会議題案について他

②第200回常任理事会

日 時：2006年7月10日(月) 15:00～17:00

場 所：学士会館309号室

出席者：理事長他7名

議 題：担当常任理事について他

③第201回常任理事会

日 時：2006年9月20日(月) 15:00～17:00

場 所：学士会館303号室

出席者：理事長他5名

議 題：2006年日中医学交流会議実施について他

④第202回常任理事会

日 時：2006年12月15日(月) 17:00～19:00

場 所：学士会館303号室

出席者：理事長他6名

議 題：2007年度事業計画、予算について他

⑤第203回常任理事会

日 時：2007年2月14日(水) 16:00～18:00

場 所：学士会館305号室

出席者：理事長他5名

議 題：2007年度事業計画、予算について他

３．各運営委員の委嘱

寄附行為第33条及び運営委員会規程第4条、第

5条に基づき各運営委員を委嘱

任期：2006年4月1日～2008年3月31日

①事業計画・財務委員会

順天堂大学医学部非常勤講師池谷田鶴子

順天堂大学理事長・学長小川秀興

公認会計士金井 浄

武蔵野大学薬学部部長齋藤 洋

大阪府済生会中津医療福祉センター総長齋藤洋一

関東中央病院名誉院長杉本恒明

秋田組合総合病院診療部長平田 温

②共同研究等助成事業委員会
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委員長：

大阪府済生会中津医療福祉センター総長齋藤洋一

委 員：

東京医科歯科大学荒木孝二
医歯学教育システム研究センター教授

慶應義塾大学名誉教授石井裕正

国際医療福祉大学薬学部長・日本薬剤師会副会長伊賀立二

ノースカロライナ大学客員教授糸川秀治

順天堂大学医学部教授稲葉 裕

今泉産婦人科院長今泉英明

昭和大学医学部教授井廻道夫

日本薬科大学薬学部部長荻原幸夫

神戸市立中央市民病院院長菊池晴彦

日本医科大学武蔵小杉病院院長黒川 顕

仙台医療センター院長桜井芳明

日本歯科大学生命歯学部教授佐藤田鶴子

日本歯科大学附属病院長住友雅人

杏林大学名誉教授・昌平クリニック院長鍋谷欣市

(財)大阪バイオサイエンス研究所理事長早石 修

東京大学名誉教授日暮 眞

宮城県病院事業管理者久道 茂

京都大学大学院医学研究科特任教授本庶 佑

順天堂大学医学部教授前原忠行

厚生労働省食品安全部参与吉倉 廣

③広報委員会

委員長：

医療法人優和会介護老人保健施設河野信博

プルミエール施設長

副委員長：

順天堂大学医学部非常勤講師池谷田鶴子

委 員：

磯子中央・脳神経外科病院院長池田 裕

順天堂大学医学部教授稲葉 裕

山梨大学大学院医学工学総合研究部教授尾崎由基男

共立薬科大学教授竹田忠紘

東京歯科大学水道橋病院講師望月清志

山梨大学大学院医学工学総合研究部助教授姚 建

④中国医学研究者委員会

委員長：

山梨大学名誉教授橋本敬太郎

副委員長：

国立長寿医療センター研究所長田平 武

委 員：

東京大学名誉教授出月康夫

順天堂大学医学部教授稲葉 裕

日本薬科大学薬学部部長荻原幸夫

日本大学総合科学研究所教授小野瀬英雄

東京大学大学院医学系研究科教授加我君孝

順天堂大学医学部附属順天堂金井 淳

東京江東高齢者医療センター副院長

医療法人優和会介護老人保健施設河野信博
プルミエール施設長

東北大学大学院医学系研究科教授濃沼信夫

杏林大学名誉教授齋藤昌三

新潟大学大学院医歯学総合研究科教授柴田 実

日本看護協会出版会取締役副社長高橋美智

日本大学医学部教授根本則道

ＪＲ東京総合病院院長花岡一雄

東京大学名誉教授日暮 眞

東京大学医科学研究所御子柴克彦

基礎医科学大部門教授

国立感染症研究所宮村達男
ハンセン病研究センター長

東京女子医科大学名誉教授門間和夫

医薬基盤研究所理事長山西弘一

循環器疾患予防国際共同研究センター家森幸男
センター長

慶應義塾大学医学部産婦人科学教授吉村 典

⑤特別研究者選考委員会

委員長：

東北大学名誉教授山本敏行

副委員長：

癌研有明病院院長武藤徹一郎

委 員：

近大姫路大学看護学部長岡谷恵子

東邦大学医学部第２生理学教授髙松 研

(財)脳神経疾患研究所附属南東北病院中澤 誠

小児・生涯心臓疾患研究所所長



-16-

秋田組合総合病院診療部長平田 温

昭和大学名誉教授道 健一

富山県国際健康プラザ渡邉裕司

国際伝統医学センター所長

⑥日中笹川医学研究者制度検討委員会

委員長：

関東中央病院名誉院長杉本恒明

副委員長：

東京大学名誉教授出月康夫

委員：

順天堂大学医学部非常勤講師池谷田鶴子

日本薬科大学薬学部部長荻原幸夫

日本看護協会出版会取締役副社長高橋美智

秋田組合総合病院診療部長平田 温

昭和大学名誉教授道 健一

東北大学名誉教授山本敏行

４．日本財団の補助金について

2007年2月26日付で2007年度助成金申請に対す

る審査結果が以下の通りあった。

①共同研究等助成金に対する助成

助成金額 14,800,000円

②日中笹川医学研究者制度第30期研究者受け入

れに対する助成

助成金額 233,100,000円

５．特定公益増進法人について

2007年3月26日、認定年月日が平成19年3月26

日(有効期間2年間)の下記認定証明書が厚生労働

大臣より交付された。

「所得税法施行令第217条第1項第3号(ロ)及び法

人税法施行令第77条第1項第3号(ロ)に掲げる公

益の増進に著しく寄与する法人であることの証明

書」



-17-

(2006年4月～2007年3月)日中笹川医学研究者制度第２９期研究者名簿
氏 名 所 属 機 関 受 け 入 れ 機 関 指導責任者
鄭 歩宏 福建省腫瘤医院放射治療科主治医師 北海道大学病院放射線科 白 博樹 教授
李 昕 中国医科大学公共衛生学院労働衛生教研室講師 旭川医科大学医学部健康科学 吉田貴彦 教授
孔 暁慧 札幌医科大学医学部小児科学 堤 裕幸 教授首都医科大学附属北京児童医院北京児科研究所病毒室副研究員
陳 雷 吉林大学第一医院手外科医師 弘前大学大学院医学系研究科整形外科学 藤 哲 教授
李 茘 中日友好医院重症監護室(ICU)護師 青森県立保健大学健康科学部看護学科 上泉和子 教授
向陽 浙江大学医学院附属第二医院放射科副主任医師 東北大学大学院医学系研究科内科病態学(量子診断学) 高橋昭喜 教授

温 世栄 哈爾浜医科大学附属第一医院神経内科主治医師 東北大学大学院医学系研究科先進漢方治療医学 荒井啓行 教授
月 強 四川大学華西医院放射科主治医師 松村 明 教授筑波大学大学院人間総合科学研究科機能制御医学(脳神経機能制御医学）

チームリーダー張 琪 中国人民解放軍第四軍医大学基礎部全軍神経科学研究所講師 糸原重美理化学研究所脳科学総合研究センター行動遺伝学技術開発チーム
劉 哲星 南方医科大学生物医学工程系医学図像実験室講師 東京大学大学院医学系研究科放射線医学 大友 邦 教授
李 長政 中国人民解放軍総医院消化内科主治医師 東京大学大学院医学系研究科器官病態内科学(消化器内科学) 小俣政男 教授
黄 仲英 四川大学華西第二医院婦産科生殖医学中心主治医師 東京大学大学院医学系研究科産婦人科学(生殖内分泌学) 武谷雄二 教授
于 耕 中日友好医院婦産科主治医師 東京大学大学院医学系研究科産婦人科学(分子細胞生殖医学) 堤 治 教授
闕 艶紅 中国医科大学第一臨床学院超声中心主治医師 東京大学大学院医学系研究科臓器病態外科学(肝胆膵外科学) 幕内雅敏 教授
許 双塔 福建医科大学附属第二医院腫瘤科主治医師 東京大学大学院医学系研究科臓器病態外科学(腫瘍外科学) 名川弘一 教授
袁 麗君 東京大学医学部附属病院検査部 竹中 克 講師中国人民解放軍第四軍医大学第二附属医院超声診断科主治医師
鄧 明俊 中国協和医科大学研究生院培養学位処助理研究員 東京大学医学教育国際協力研究センター 加我君孝 長センター
石 嶸 南方医科大学基因工程研究所講師 中村祐輔 教授東京大学医科学研究所ヒトゲノム解析センターゲノムシークエンス解析分野
張 勝 中国人民解放軍済南軍区第四五六医院創傷外科主治医師 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科運動器外科学 宗田 大 教授
張 暁東 中国人民解放軍瀋陽軍区総医院口腔科主治医師 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科咬合機能矯正学 相馬邦道 教授
孫 漢堂 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科歯髄生物学 須田英明 教授中国人民解放軍第四軍医大学口腔医学院牙体牙髄病科主治医師
韓 清華大学玉泉医院神経内科主治医師 日本大学医学部内科学(神経内科) 水谷智彦 教授

主任教授王 麗娟 深 市人民医院耳鼻咽喉科副主任医師 日本医科大学耳鼻咽喉科学 八木聰明
慧華 上海第二医科大学附属仁済医院腎症内科住院医師 順天堂大学大学院医学研究科腎臓内科学 富野康日 教授

金 文龍 延辺大学医学院附属医院内分泌内科主治医師 順天堂大学大学院医学研究科代謝内分泌内科学 河盛隆造 教授
寧 玉萍 広州市精神病医院神経内科副主任医師 順天堂大学大学院医学研究科神経学 服部信孝 教授
尤 顥 廈門中山医院心血管外科主治医師 順天堂大学大学院医学研究科心臓血管外科学 天野 篤 教授
張 海英 中国医科大学第一臨床学院急診科主治医師 慶應義塾大学医学部呼吸器内科学 石坂彰敏 教授
夏 英鵬 天津市人民医院脊柱外科主治医師 慶應義塾大学医学部整形外科学 千葉一裕助教授
胡 毅倩 上海第二医科大学附属新華医院眼科主治医師 慶應義塾大学医学部眼科学 坪田一男 教授
李 為真 上海市第一人民医院心内科副主任医師 慶應義塾大学医学部再生医学 福田恵一 教授
陳 暁陽 福建医科大学附属第二医院呼吸内科主治医師 昭和大学医学部第一内科学 足立 満 教授
謝 暁秋 南京市口腔医院正畸科主治医師 昭和大学歯学部歯科矯正学 槇宏太郎 教授

主任教授蔡 崢嶸 南京市胸科医院呼吸内科主治医師 東京医科大学大学院医学研究科内科学第１ 大屋敷一馬
主任教授賀 昕 北京軍区総医院幹部病房三科主治医師 東京女子医科大学大学院医学研究科神経内科学 岩田 誠

金 梅花 延辺大学護理学院生物化学教研室講師 共立薬科大学医療薬学科病態薬学系化学療法学 杉本芳一 教授
魏 文洲 武漢大学人民医院放射科副主任医師 国立がんセンターがん予防・検診研究センター 森山紀之 長センター
賈 立中 昆明医学院第一附属医院医学影像中心介入放射科主治医師 国立がんセンター中央病院放射線診断部 荒井保明 部長
凌 華 重慶市疾病予防控制中心病毒検験科副主任技師 国立感染症研究所ウイルス第二部第二室 清水博之 室長

看護学科長陳 秀琴 中日友好医院国際医療部外来主管護師 国立看護大学校看護学部 濱本洋子
劉 暁東 中国医科大学第一臨床学院内視鏡中心主治医師 財団法人癌研究会有明病院内視鏡診療部 五十嵐正広部長
譚 紅鷹 中山大学腫瘤防治中心麻酔科主治医師 横浜市立大学大学院医学研究科生体制御・麻酔科学 後藤隆久 教授
劉 剛 中国人民解放軍南京軍区南京総医院骨科主治医師 帝京大学医学部附属溝口病院整形外科 出沢 明 教授
呂 嘉 哈爾浜医科大学附属第一医院眼科主治医師 新潟大学大学院医歯学総合研究科視覚病態学(眼科学) 阿部春樹 教授
高 海鳳 唐山市工人医院神経内科主治医師 新潟大学脳研究所臨床神経科学部門神経内科学分野 西澤正豊 教授
黄 元瑾 日本歯科大学新潟生命歯学部新潟病院総合診療科 渡邉文彦 教授広東省口腔医院(南方医科大学附属口腔医院)口腔修復科副主任医師

研究科長康 鳳英 山西医科大学第一医院護理部主管護師 石川県立看護大学 金川克子
胡 永珍 広州中医薬大学第二附属医院(広東省中医院)血液科主治医師 山梨大学大学院医学工学総合研究部血液内科 小松則夫 教授
遅 大明 中国医科大学第一臨床学院骨科主治医師 岐阜大学大学院医学系研究科整形外科学 清水克時 教授
李 双弟 上海市第一人民医院婦産科主治医師 岐阜大学大学院医学系研究科女性生殖器学 玉舎輝彦 教授
余 樹春 江西医学院第二附属医院麻酔科主治医師 浜松医科大学医学部麻酔・蘇生学 佐藤重仁 教授

主任教授陳 陸馗 廈門中山医院神経外科主治医師 藤田保健衛生大学医学部脳神経外科学 佐野公俊
高 文涛 南京医科大学第一附属医院普通外科主治医師 愛知県がんセンター研究所分子腫瘍学部 関戸好孝 部長

研究所長鄭 権秀 天津市第三中心医院心内科主治医師 医療法人澄心会豊橋ハートセンター 加藤 修
李 輝 京都大学大学院医学研究科脳統御医科学(高次脳形態学) 金子武嗣 教授中国人民解放軍第四軍医大学基礎医学部人体解剖学教研室講師
鄒 賀 吉林大学第二医院眼科住院医師 京都大学大学院医学研究科感覚運動系外科学(眼科学) 吉村長久 教授
孫 梁 中国人民解放軍南京軍区福州総医院骨二科主治医師 京都大学大学院医学研究科感覚運動系外科学(整形外科学) 中村孝志 教授
潘 海楽 哈爾浜医科大学附属第二医院骨外二科副教授 京都大学大学院医学研究科感覚運動系外科学(整形外科学) 中村孝志 教授
周 峰 浙江大学医学院附属第二医院神経外科主治医師 京都大学大学院医学研究科脳病態生理学(脳神経外科学) 橋本信夫 教授
郭 新峰 広州中医薬大学ＤＭＥ国家培訓中心副研究員 京都大学医学部附属病院探索医療センター探索医療検証部 福島雅典 教授
郭 水龍 中国人民解放軍総医院老年医学研究所細胞生物室助理研究員 京都大学再生医科学研究所生体組織工学(生体分子設計学) 開 祐司 教授
馬 鈴 中国医科大学第二臨床学院麻酔科主治医師 真下 節 教授大阪大学大学院医学系研究科生体統御医学麻酔・集中治療医学
呉 震溟 上海第二医科大学附属仁済医院婦産科副主任医師 木村 正 教授大阪大学大学院医学系研究科器官制御外科学(産科学婦人科学)
王 蔚 首都医科大学附属北京朝陽医院眼科主治医師 大阪大学大学院医学系研究科脳神経感覚器外科学(眼科学) 田野保雄 教授
許 英姫 吉林市中心医院消化内科主治医師 荒川哲男 教授大阪市立大学大学院医学研究科消化器器官制御内科学(内科学第３)
譚 策 中国医科大学第一臨床学院焼傷科主治医師 近畿大学医学部形成外科学 磯貝典孝 教授
劉 源 大阪歯科大学大学院歯学研究科解剖学 諏訪文彦 教授中国人民解放軍第四軍医大学口腔医院組織病理学教研室主治医師
汪 黎明 南京医科大学附属南京市第一医院胸心外科主治医師 国立循環器病センター臓器移植部 中谷武嗣 部長
王 雪萍 中国人民解放軍第四軍医大学科研部講師 神戸大学大学院医学系研究科微生物学 堀田 博 教授
張 萌 天津中医学院中医薬研究中心助理研究員 武庫川女子大学薬学部研究管理棟健康未来学講座 池田克巳 教授
張 典豊 哈爾浜市疾病予防控制中心慢性病予防控制所主管医師 島根大学 医学部病態病理学 並河 徹 教授
鄭 東明 中国医科大学第二臨床学院神経内科主治医師 島根大学 医学部神経・血液・膠原病内科学 山口修平 教授
何 非方 浙江大学医学院附属邵逸夫医院麻酔科主治医師 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科麻酔・蘇生学 森田 潔 教授
陳 乾坤 上海市肺科医院胸外科主治医師 伊達洋至 教授岡山大学大学院医歯薬学総合研究科腫瘍・胸部外科学(第２外科学)
董 茂龍 中国人民解放軍第四軍医大学西京医院焼傷外科主治医師 川崎医科大学形成外科学 森口隆彦 教授
徐 維 中国人民解放軍第二軍医大学図書館館員 川崎医療福祉大学医療福祉マネジメント学部医療情報学科 岡田美保 教授
万 亮 上海第二医科大学附属瑞金医院普外科主治医師 広島大学大学院医歯薬学総合研究科先進医療開発科学 浅原利正 教授(外科学)

黄 慧偉 南通大学基礎医学院生理教研室講師 清水一郎助教授徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部臓器病態治療医学
田 清平 北京大学第一医院老年内科主治医師 九州大学大学院医学研究院循環器内科学 砂川賢二 教授
卞 茜 上海市精神衛生中心防治科主治医師 九州大学大学院医学研究院精神病態医学 神庭重信 教授
韋 佳明 中日友好医院普外科主治医師 大分大学 医学部腫瘍病態制御(外科学１) 北野正剛 教授
張 紹軒 吉林大学再生医学科学研究所分子遺伝学研究室副教授 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科分子腫瘍学 秋山伸一 教授
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氏 名 所 属 機 関 受 け 入 れ 機 関 指導責任者

研究テーマ

劉 順愛 北京地壇医院伝染病研究所副研究員 熊谷 泉 教授東北大学大学院工学研究科バイオ工学専攻タンパク質工学分野

研究テーマ：組換え型抗HBsAgヒト抗体の動物細胞を用いた調製と機能評価

葉 英輝 浙江大学医学院附属婦産科医院生殖内分泌科助理研究員 秋田大学医学部生殖発達医学(産婦人科学) 田中俊誠 教授

研究テーマ：Kit-Kit ligandシステムの卵成熟への役割

呂 良勇 北海出入境検験検疫局検務科主管医師 国立保健医療科学院 林 謙治 次長

研究テーマ：疾病監測におけるコンピュータ技術の応用とその効果

主任教授王 小競 東京歯科大学小児歯科学 藥師寺仁中国人民解放軍第四軍医大学口腔医学院児童口腔科副主任医師

研究テーマ：口腔組織におけるニコチン受容体の分布について

馬 吉祥 山東省疾病予防控制中心慢性非伝染性疾病防制所主管医師 東京大学大学院医学系研究科社会予防医学(公衆衛生学) 小林廉毅 教授

研究テーマ：高血圧患者に対するコミュニティ管理のコストと効果分析

林 連捷 中国医科大学附属第二医院消化内科主治医師 東京大学大学院医学系研究科器官病態内科学(消化器内科学) 小俣政男 教授

研究テーマ：消化器癌の染色体異常の解析

劉 瑞芹 黒龍江省医院急救中心副主任医師 順天堂大学大学院医学研究科神経学 卜部貴夫助教授

研究テーマ：虚血性神経細胞死制御機構の研究

李 津 北京生物制品研究所乙肝疫苗室副研究員 国立感染症研究所ウイルス第二部第四室 鈴木哲朗 室長

研究テーマ：肝炎ウイルスの複製増殖機構に関する研究

石 瑞如 河南省胸科医院中心実験室副主任薬師 財団法人結核予防会結核研究所抗酸菌レファレンスセンター 菅原 勇 長センター

研究テーマ：多剤耐性結核菌の遺伝子的鑑別

金 明姫 吉林省図們市医院薬剤科主管薬師 金沢大学大学院医学系研究科医薬情報統御学 宮本謙一 教授

研究テーマ：免疫抑制剤の薬物間相互作用機序の解明

張 爾泉 福建省婦幼保健院新生児科主治医師 長野県立こども病院新生児科 中村友彦 部長

研究テーマ：NO,cAMPが新生児低酸素虚血性脳症に対する作用

裴 福全 広東省疾病予防控制中心寄生虫病防治研究所主管医師 岐阜大学大学院医学系研究科寄生虫学 髙橋優三 教授

研究テーマ：肝吸虫の組換え蛋白抗原の作製およびそれら抗原を用いた血清診断法の確立

修 文瓊 福建省疾病予防控制中心病毒科副主任技師 中島捷久 教授名古屋市立大学大学院医学研究科感染生体防御学(感染微生物学)

研究テーマ：トリインフルエンザウイルス血球凝集素(HA)の可変性の解析

郭 亜紅 北京中医薬大学中薬学院中薬生薬系講師 名古屋市立大学大学院薬学研究科医療機能薬学(生薬学) 水上 元 教授

研究テーマ：生薬の遺伝子多型に基づく鑑別方法の研究

汪 芳裕 中国人民解放軍南京軍区南京総医院消化内科副主任医師 藤田保健衛生大学医学部消化管内科学 平田一郎 教授

研究テーマ：潰瘍性大腸炎粘膜における遺伝子多型性と病態の検討

孔 圓 北京大学血液病研究所血液内科主治医師 九州大学大学院医学研究院病態修復内科学 原田実根 教授

研究テーマ：幹細胞生物学(白血病幹細胞)

趙 岩 遼寧省腫瘤医院胃外科主治医師 九州大学大学院医学研究院消化器・総合外科学 前原喜彦 教授

研究テーマ：大腸がん遺伝的不安定性の分子機序に関する研究

王 紀文 山東大学斉魯医院児科副主任医師 福岡大学医学部小児科学 廣瀬伸一 教授

研究テーマ：てんかんの分子生物学的研究
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監査報告書

２００６年４月１日より２００７年３月３１日

までの事業について、記録に基づき監査いたしま

した。

その結果、当期に実施した事業が寄付行為に基

づいて適正に行われたことを確認しました。

２００７年 ５月１５日

,監 事 金 井 浄
公認会計士

,監 事 齋 藤 洋

,監 事 長谷川 恒 雄
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